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飼料中へのかき殻又はcppとフィタ}ゼ又はリンカル添加が産卵鶏の

産卵性能と卵殻質に及ぼす影響

藤中邦周目* ・龍田 健*山崎宗延場

要約

市販の白色レグホーン系産卵鶏882羽を用い， 21から 80趨齢までかき殻又はカゼインフォスフォペ

プチド(以下 cppと呼ぶ)， 61から 80遡齢、までリン酸カルシウム(以下リンカルと呼ぶ)又はフイター

ゼを添加し，産卵性能と卵殻質に及ぼす影響を検討した.

1 21適齢以降の CPP と 61適齢以降のフイターゼの添加により収入は 1 日 n~当たり 0.19円増加した.

2 61遡齢以降のフイターゼ添加は，飼料消費量が増加し，産卵察が上昇して，鶏卵販売額が多くなる

傾向にあったが，飼料代金の増加を十分に補うほどで、はなかった.

3 21週齢以降のかき殻又は CPPの添加や， 61週齢以降のリンカル又はフィターゼの添加は破卵率の

減少や卵殻強度の強化など卵殻質の改善に対してはほとんど効果がなかった.

19 

Effects of Oyster Shell or Casein Phospho Peptide and Ca1cium Phosphate or Phytase Suppleme-
ntation on Laying Performance and Egg Shell Quality in Laying Hens 

Kuninori FUJINAKA， Ken TATSUDA and Toshinobu YAMASAK.I 

Summary 

882 White Leghom commercial hens that had hatched at Februむywere used to study the influence of 

supplem巴ntationof oyster sh巴11or casein phospho peptide after 21 to 80 weeks of age， and caIcium phosphate or 

phytase a抗er61 to 80 weeks of age on laying p巴rformanceand巴ggshe11 quality. 

(1) Income was increas巴dby 0.19 yen per day per hen by supplementation of casein phospho peptide after 21 

weeks of age and phytas巴after61 we巴ksof ag巴.

(2) Feed consumption， egg production and egg income w巴r巴increasedslightIy by supplementation of phytase after 

61 w巴eksof ag巴， but not enough to compensate for increased f，巴巴dprice. 

(3) Egg shell quality such as d巴cr，巴asi昭 incid巴町巴 ofcracked eggs or intensifing egg shell strength was not 

affect巴dby supplementation with oyst巴rshe11 or casein phospho peptide after 21 weeks of age and calcium 

phosphate or phytase aft巴r61 weeks of age. 

キーワード:産卵鶏，かき殻，リン酸カルシウム， CPP，フィターゼ，産卵性能，卵殻質

緒雷

経営安定を維持させるためには，採卵養鶏農家にとっ

て，産卵鶏の加齢に伴う卵殻質の劣化は重要な問題であ

る.国内の一般的養鶏場では60~70適齢以降に卵殻質が

劣化するとの認識が強く，平均淘汰週齢である82適齢10)

までの卵殻質の維持が重要である.

著者らは，産卵後半のかき殻増最は破卵率を上昇させ
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るが3)，産卵全期間のかき殻添加又は産卵盛期でのかき

殻の十分量の添加により破卵率が減少する 2)ことを示し

た.しかし，かき殻やリン酸カルシウムの添加は蔑卵性

には影響せず¥破卵率が減少しでも収益性は改善しな

かった 2，3) そこで，今期，カルシウムの吸収を改善す

るCPp7，8)と1)ンの吸収を改善するフイターゼム5，11)を飼

料中に添加して，産卵性と卵殻質を比較検討した.
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材料及び方法

1997年2月四日に餌付けした市販の白色レグホーン系採

卵鶏を16適齢時にひな2段，筒口22.5cmのケージに収饗し

た.18週齢まで市販の大雛用餌料， 20遇齢まで市販の産卵

鶏用飼料を給与し，21適齢から80適齢まで供試した.

1区42羽の区を21区設定し，以下の(1)~ (7)にそれぞれ

3援を割り当てた.各処理とも基本錦料は市販の産卵鶏用飼

料を用いた.(1) 80週齢まで無添加(以下無添加区と呼ぶ)， 

(2)80週齢までかき殻を2%添加(以下かき殻区と呼ぶ)， (3) 

80週齢までかき殻を2%，61から80週齢までフイターゼ(協

和醗酵工業(株)フィターゼ協和)を0.1%添加(以下かき殻

十ブイターゼ区と呼ぶ)， (4) 80適齢までかき殺を2%，61から

80適齢までリン酸カルシウムを1.5%添加(以下かき殻十1)ン

カjレ区と呼ぶ)， (5)80週齢まで C押(明治製菓(株)メイヘル

スcpp)を0.2%添加(以下 cpp区と呼ぶ)， (6) 80適齢まで

cppを0.2%，61から80週齢までフイターゼを0.1%添加(以

下 cpp+フイターゼ、区と呼ぶ)， (7) 80週齢まで cppを

0.2%，61から80遡齢までリン酸カルシウムを1.5%添加(以

下 cpp十リンカJレ毘と呼ぶ). 

産卵成綴は毎日の産卵倒数と産卵重量を記録した.また，

ひぴ卵数，軟卵数，流失卵数(内部が流失し，卵殻だけが

残った卵数)は毎日記録し，その合計を破卵軟卵数とした.

ひぴ卵は集卵時に肉眼で発見したものとした.館料と水は自

由摂取とした.餌料消費量には添加物を含めず¥市販館料の

みの消費棄を示した.24，40，48，56，72週齢時に各反復ごと

に18偲の卵を採集し，卵殻強度を測定した.経済性について

は，卵販売額i錦料費と両者の差額をl日l羽当たりで計算

した.卵販兜額は，卵儒を160円/kgとして生産卵最に乗じ

て算出し，飼料代金は飼料単価を産卵鶏用飼料40円/kg，

かき殻21円/kg，cpp 550河/Kg，フイターゼ1200円/Kg，

リンカル134.4円/kgとして飼料消費量に乗じて算出した.

産卵鶏用飼料は表示僚が CP17%，:t¥伍2.8Mcal/kg，Ca 

2.8%，全PO.55%の市販餌料を用いた.かき殻の粒度は4

~8 珊のものを用いた.

統計処理は21から60適齢の測定値は主効果として無添

加，かき殻， CPPの3処理， 80適齢までの測定備はこれらに

フイターゼとリンカJレを組み合わせた 7処理を取り上げて分

散分析を行い，差の検定は 5%水準で行った.

結 果

1に60遇齢までの節料消費量，50%産卵日齢，産卵率，

卵重，産卵日量，飼料要求率，淘汰艶死率及び破卵軟卵

率を示した.

飼料消費量と50%産卵白齢は区隠に大きな差はなかっ

た.産卵率は CPP添加区でやや高く，卵重は CPP添加

区でかき殻添加区よりも有意に薫かった.産卵 E量は

CPP 添加区で薫い傾向であった.破卵軟卵率は無添加区

で低く，間添加度はやや高い傾向であった.

表 2に61から80適齢の錦料消費景，産卵率，卵重，産卵

白最，銅料要求率，淘汰艶死率及び破卵軟卵率を示した.

表 1 21か 50%産卵白齢，産卵率，卵重，産卵日 -艶死率及び破卵軟卵率

飼料 50%産卵 麓卵率 卵重 産卵日 淘汰 破卵

処理 消費量 E齢 艶死率 軟卵率

(g) (日) (%) (%) (%) 

無添加 108.2 149.3 70.1 64.1ab 45.0 2.41 18.3 1.26 

かき殻 108.2 149.6 71.6 63.3 b 45.3 2.39 20.1 1.56 

CPP 109.1 150.2 72.9 64.3a 46.9 2.33 13.2 1.60 

a， b:異符号間 り (p<0.05) 

表 2 61から80適齢の飼料消費量，産卵率，卵重，産卵日

麗卵率 卵重

処理 消費量 要求率 艶死率 軟卵率

( g) (%) ( g) (g) (%) (%) 

無添加 120.3 76.3 68.0 51.9 2.32 16.6 2.86 

かき殻 118.1 79.1 66.7 52.7 2.24 14.4 2.95 

かき殻十ブイターゼ 129.1 81.9 66.8 54.8 2.36 19.6 2.55 

かき殻+リンカル 122.7 80.8 67.3 54.4 2.25 13.2 3.13 

CPP 123.4 79.9 68.0 54.3 2.27 14.7 3.63 

CPP十フイターゼ、 126.9 81.8 68.5 56.1 2.26 11.2 3.37 

Cpp十リンカ jレ 123.2 79.3 68.0 53.9 2.29 21.6 4.04 
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表 3 21から 80遇齢の飼料消費量，産卵率，卵重，産卵日

処理

無添加 111.6 71.8 

かき殻 110.1 74.4 

かき殻+フイターゼ 113.9 73.9 

かき殻十リンカル 112.7 73.7 

cpp 113.0 73.9 

cpp +フイターゼ 114.1 75.6 

cpp十リンカル 113.2 75.5 

表4 各適齢時における卵殻強度

処理 24 40 48 56 72 

無添加 3.64 3.41a 3.10 2.96 2.79 

かき殻 3.87 3.35 ilb 3.09 3.10 3.00 

かき殻+7イターセや 2.74 

かき殻+リンカ}v 3.05 

cpp 3.70 3.20b 3.15 3.01 2.98 

cpp~ト717-{( 2.97 

CPP+I)ンカル 2.73 

a， b:巽符号聞に有意差あり (p<0.05) 

表 5 試験期間中の経済'1

処理 販売額 飼料代金 差額

(円/日・羽)

無添加 7.50 4.46 b 3.04 

かき殻 7.66 4.45b 3.21 

かき殻十フィターゼ 7.60 4.65 a 2.95 

かき殻十 1)ンカル 7.62 4.62 a 3.00 

cPP 7.71 4.64 a 3.07 

cPP十フィターゼ 7.96 4.73 a 3.23 

cPP +リンカ lレ 7.88 4.72 a 3.16 

a， b:異符号間に有意差あり (p<0.05) 

飼料消費量はフイターゼを添加した 2つの区でやや多

い傾向にあった.産卵率は無添加症でやや低く，フイター

ゼ~添加した 2 つの区でやや高い傾向であり，卵主主はか

き殻を添加した各涯でやや軽い傾舟で、あった.産卵 B景

は無添加区で51.9 gともっとも軽く，有意な差はなかった

ものの cPP+フィターゼ区との差は4.2gと大きかった.

館料婆求率は区間に大きな護はなかった.淘汰艶死率

は11.2から21.6の範囲で区間の差はやや大きかったが，

処理区の関に一定の傾拘は認められなかった.破卵軟卵

率は，かき殻十フイターゼ区を除く各処理区で無添加区

よりも高く，特に cPPを添加した各区で高い傾向であっ

た.

(g) (g) 

65.3 46.9 2.38 31.7 1.73 

64.3 47.8 2.30 28.6 1.79 

64.3 47.5 2.40 38.1 1.71 

64.6 47.6 2.37 31.0 2.36 

65.2 48.2 2.35 28.6 2.08 

65.8 49.8 2.29 24.6 2.39 

65.3 49.3 2.30 28.6 2.19 

表3に全試験期間中の館料消費量，産卵率，卵重，産

卵日量，飼料要求率，淘汰艶死率及び破卵軟卵率を示した.

飼料消費量は無添加毘とかき殻涯でやや少なく，フィ

ターゼ添加区でやや多くなる傾向であった.産卵率は無

添加症がやや低く，各添加区はやや高い傾向であった.

卵重はかき殻を添加した各笹でやや軽い傾向であり，産

卵日量は cPPを添加した各区でやや重い鎖向であった.

飼料襲求率は2.29から2.40の範屈で寝間に一定の備舟は

認められず，淘汰・艶死率も同様であった.破卵軟卵率

は1.71から2.39の範屈で区潤に有意な差はなく，添加物

による減少傾向も認められなかった.

表4に各適齢時における卵殻強度を示した.

40遡齢時では無添加区がcPP区よりも有意に強い結

果であった.40適齢時を除く各週齢では各添加区が無添

加区よりもやや強い領向であったが，いずれも有意な差

は認められなかった.

表 5に試験期間中の飼料代金，鶏卵販売額，差額を示

した.

販売額に有意な義は認められなかったが， CPP十ブイ

ターゼ区がもっとも多く，無添加区との差は 1日1羽当

たり0.46円と大きかった.銅料代金は無添加区とかき殻

区が他の5区よりも有意に少なかった.cPPの各添加区で

は有意な差はなかったが，無添加区よりも差額が多い傾

向で， CPP+フイターゼ区は無添加IRと比較して 1B 1 

~~当たり 0.19円多い結果であった.これを本来の平均飼

養羽数20000~~ に当てはめると若手間1387千円の増収が見

込まれる.

考察

飼料消費量は，一般的には，鯛料の h担レベルによっ

て決定されると考えられ，本試験では，処理聞の h伍レ

ベルには差がなかったことから，飼料消費量にも大きな

差は生じなかったものと考えられる.しかし，61適齢以降

のフィターゼ添加区では消費量がやや多くなり，これは
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UmとPaikll)と同様の結果であった.水Eちら 8)はCPPの

添加で飼料消費量が抑制されたとしているが，本試験で

はそのような傾向は認められなかった.

産卵率については，著者ら 2，3)はCPおよびME摂取量

に差がない場合，かき殻の 2%の添加では産卵率への影

響はほとんどなかったことを報告した.しかし本試験で

は，無添加毘と比較して，かき殻又は CPP添加区でやや

産卵率が高く，特にフイターゼ添加亙で高い傾向であっ

た.Gordonと Roland4)は館料中に十分景の 1)ンがあれば，

フィターゼの添加は産卵に影響しないとしているが，Um

とPaikll)はフィターゼの添加により産卵率が上昇したと

している.ブイターゼの作用によって，フイチン態のリ

ンだけでなく，他の栄養成分が科用され，その結果産卵

率が上昇した可能性が考えられる.特に61適齢以降の消

化吸収能力が低下する時期においてフイターゼの効果が

あったものと考えられる.

卵重についても，著者ら 2， 3) はかき殻の 2~4%の添加

は，卵重に対してほとんど影響しなかったことを報告し

た.一方，高 Ca又はかき殻の添加で卵重が軽くなった

とする報告も多く lA，9)，本試験ではこれらと同様の結果

となった.

各添加区において産卵率が高かったにもかかわらず，

館料要求率では無添加区との差は小さかったが，これは

かき殻添加震では卵重が軽く，またフィターゼ添加藍で

は飼料消費量が多かったためであろう.UmとPaikll)も

フイターゼの添加で，産卵率は高く，卵重は震かったが，

館料消費量も多く，飼料要求事に差がなかったとしてい

る.

水宅ら 8)はCPPの添加で生存率が上昇したとしている

が，本試験ではそのような傾向は認められなかった.

破卵軟卵率については著者ら 2，3)はかき殻の添加に

よって，わずかに低下したとしているが，本試験では，

無添加区の破卵軟卵率が低い傾向であった.これは，本

試験では無添加区の産卵率が低く，そのために脅からの

Caの動員に余裕があったためであろう.

水宅ら 8)はCPPの添加で卵殻強度が強くなったとし，

GordonとRoland5)はフイターゼによって，卵比重と卵殻

重が重くなったとしているが，本試験では卵殻強度に対

して，各添加剤の効果は小さく， GordonとRoland4)やUm

とPaikll)と向様の結果であった.

本試験で用いた添加剤の内，リンカル， CPP，フイター

ゼは比較的高価であり，その結果飼料代金は無添加区よ

りも有意に高くなった.一方，産卵量の増大によって，

鶏卵瓶売額はやや多くなったが，飼料代金を十分に補う

ほどではなく，経営的にはこれらの添加離の効果は十分

ではなかったと考えられる.

以上の結果から，61週齢以降のフィターゼの添加によ

り，餌料消費量が増加し，産卵率が上昇して，鶏卵販売

額が多くなる傾向であったが，館料代金の増加を十分に

補うほどではなかった.また，21遡齢以降のかき殻又は

CPPの添加や，61遇齢以降の 1)ンカル又はフイターゼの

添加は破卵率の減少や卵殻強度の強化など卵殻質の改警

に対してはほとんとさ効果がなかった.
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